

































































4-1-2. 調査実施年月日   
 アンケート調査は、2018年７月 24日（前期授業「大学基礎論Ⅰ」の最終日）に実施した。 
 
4-1-3. 調査対象者 
 アンケート調査対象者は、神戸国際大学 経済学部「大学基礎論Ⅰ」（必修）受講者 35 人
（男子 30人、女子５人）のうちの 31人（男子 26人、女子５人）であった。当日、男子４人
が欠席した。 
 







項目の質問は、①先生の教え方はよかった ②宿題は役だった ③小テストは役だった ④
授業後あなたの日本語力が高くなったことを自覚できた ⑤授業のレベルは自分に合ってい

















































      
 





































図６ 今後も日本語能力を高めたい      図７ 日本語学習を継続できない理由 
 
５． 前期「大学基礎論Ⅰ」期末テスト結果と考察 
 期末テストは、2018年７月 24日に実施し、31人（男子 30人 女子１人）が受験した。解
答制限時間は、60分である。 
 設問は、(1)ひらがなを漢字に直す設問が 20題（配点は 10点）、(2)同音異義の漢字を答え
る設問が 20題（配点は 10点）、(3)同音異字の漢字を答える設問が 20題（配点は 10点）、(4)
漢字の読みをひらがなで書く設問が 20 題（配点は 10 点）、(5)対義語と類義語を漢字２字で
答える設問が 20題（配点は 10点）、(6)慣用句に関する設問が 20題（配点は 10点）、(7)四
字熟語の意味を問う設問が 20題（配点は 10点）、(8)四字熟語の適する漢字を問う設問が 20
題（配点は 10 点）、(9)文章理解の設問が 1題（配点は５点）、(10)テーマ設定の 400字の作






である。配点５点中、５点を取った学生が 20人で、０点が 11人であったことを示す。 
 



















図 10 設問２ 得点分布           図 11 設問３ 得点分布 







             
 























図 16 設問８ 得点分布           図 17 設問９ 得点と人数 



















章内容を把握する設問を正答した学生は、65％であった。設問 10 テーマ設定の 400字の作
文では、87％以上(得点分布 15点～13点)の得点を得た学生は 23％で、80％～67％(得点分布
12 点～10 点)の得点を得た学生は、68％であった。設問(1)～(9)（図９～17）の正答率は概
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